
　
市
で
は
、長
年
に
わ
た
っ
て
市
政
の
発
展
や
教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
、社
会
福
祉
、地
域

経
済
な
ど
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
人・団
体
を
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
表
彰
さ

れ
る
の
は
、255
人・51
団
体
で
、11
月
2
日
㈯
に
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
典
を
行
い

ま
す
。
本
号
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す（
被

表
彰
者
は
2・3
面
に
掲
載
）。
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皆
さ
ん
の「
力
」が

皆
さ
ん
の「
力
」が

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

　
市
消
防
団
の
団
長
で
あ
る
鎌
倉
さ
ん
は
「
住
ん
で

い
る
ま
ち
に
恩
返
し
が
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

30
年
以
上
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
防
災
活
動
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
若
い
団

員
を
確
保
す
る
た
め
、
消
防
団
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
自

ら
の
手
で
地
域
を
守
れ
る
こ
と
が
、
消
防
団
の
魅
力
で

す
。
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
安
心
も
築
い
て
い
け
る
存

在
で
あ
り
た
い
で
す
ね
」
と
、
優
し
く
ほ
ほ
笑
む
鎌

倉
さ
ん
。
日
頃
か
ら
ご
近
所
同
士
で
あ
い
さ
つ
を
交

わ
す
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が

災
害
時
に
助
け
合
う
大
き
な
力
と
な
り
、
大
切
な
備
え

に
な
る
と
語
り
ま
す
。「
い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼
り
に

な
れ
る
よ
う
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
よ
り
一
層
大
事
に

し
て
い
き
ま
す
」
と
、使
命
感
に
燃
え
る
鎌
倉
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
を
見
守
り
続
け
ま
す
。

　
約
10
年
前
に
市
赤
十
字
奉
仕
団
へ
入
団
し
、
A
E
D

や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
研
修
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
を
身
に
付
け
て
き
た
伊
藤
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
高
齢

者
・
子
育
て
支
援
活
動
、
中
学
校
で
の
福
祉
体
験
学
習

な
ど
に
も
携
わ
り
、
市
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。
入
団
前
、
職
場
で
け
が
を
し
た
お
客
さ

ん
に
何
も
で
き
ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
で
は
「
近
所
の
子
ど
も
た
ち
の
応
急
処
置

も
率
先
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
う
れ

し
そ
う
に
話
し
ま
す
。
ま
た
「
多
く
の
学
び
が
あ
り
、

自
身
の
内
面
が
よ
り
豊
か
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
常
に

自
己
研け

ん

鑽さ
ん

に
努
め
る
気
持
ち
を
忘
れ
ま
せ
ん
。“
ど
ん

な
と
き
で
も
人
の
役
に
立
ち
た
い
〟
と
奉
仕
の
心
で
満

ち
あ
ふ
れ
る
伊
藤
さ
ん
は
「
み
ん
な
の
た
め
に
何
か
で

き
れ
ば
」
と
い
う
思
い
で
、
今
日
も
誰
か
に
温
か
い
手

を
差
し
伸
べ
て
い
ま
す
。

　
現
役
時
代
を
会
社
一
筋
で
頑
張
っ
て
き
た
長
田
さ

ん
は
、
定
年
後
の
暮
ら
し
を
考
え
て
い
た
と
き
“
が

ん
ば
ら
な
い 

は
ず
ん
で
楽
し
く
生
き
よ
う
”
と
い
う

時
活
村
の
モ
ッ
ト
ー
に
共
感
し
、
入
村
し
ま
し
た
。

同
村
で
は
、
散
歩
や
句
会
、
囲
碁
な
ど
、
多
彩
な
活

動
に
参
加
で
き
、
現
在
240
人
以
上
の
会
員
が
定
年
後

の
余
暇
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
長
田
さ
ん
は
“
自
分

づ
く
り
”“
仲
間
づ
く
り
”
を
実
践
で
き
る
そ
ん
な
場

を
、
10
年
以
上
も
の
間
、
支
え
て
き
ま
し
た
。「
行
く

場
所
が
あ
る
、話
す
人
が
い
る
こ
と
は
、大
切
な
こ
と
。

参
加
す
る
喜
び
を
ぜ
ひ
体
感
し
て
ほ
し
い
で
す
。
新

し
い
仲
間
が
待
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
語
り
、
日
々
精

力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。「
時
活
村
と
共
に
生
き
る

こ
と
が
、
私
の
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

で
す
」
と
、
生
き
生

き
と
話
す
長
田
さ
ん
は
、
今
後
も
多
く
の
人
た
ち
が

楽
し
く
過
ご
せ
る
“
居
場
所
”
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

市
消
防
団
長

鎌
倉 

博
光
さ
ん（
印
内
）

市
赤
十
字
奉
仕
団 

会
計

伊
藤 

か
よ
子
さ
ん（
飯
山
満
町
）

N
P
O
法
人
船
橋
市
時じ

活か
つ

村 

理
事

長な
が

田た 

昭
夫
さ
ん（
大
穴
北
）

市
政
有
功
・
市
政
功
労
・
善
行
・
教
育
功
労
表
彰

　船橋市表彰条例（昭和42年制定）に基づき、市政の振興、公共の福祉増進な
どに功績のあった人や団体、または市民の模範となった人を表彰しています。

　船橋市教育委員会表彰規則（昭和37年制定）に基づき、市における教育、
学術、または文化の振興に、特に功績のあった個人や団体を表彰しています。

市政有功・市政功労・善行表彰 教育功労表彰

地
域
の
絆
を
つ
な
ぎ

未
来
へ
の
安
心
を
築
く

全
て
の
人
の
幸
せ
を
願
い

明
る
く
住
み
よ
い
社
会
に

第
二
の
人
生
の

新
た
な
居
場
所
を
目
指
し
て

市
政
有
功
表
彰

市
政
功
労
表
彰

市
政
功
労
表
彰
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温浴施設ふなばしメグスパは、設備の定期メンテナンスのため、11月17日㈰から20日㈬まで休館します。
� 問資源循環課☎436-2439ふなばしメグスパの休館について

市
議
会
議
員　

　
斉
藤　
誠	

（
海
神
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
船
橋
市
連
絡
協
議
会

船
橋
第
9
団　
ボ
ー
イ
隊
隊
長

　
加
藤　
一
美	

（
三
山
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
船
橋
市
連
絡
協
議
会

船
橋
第
14
団　
ビ
ー
バ
ー
隊
隊
長

　
早
川　
雪
華	

（
坪
井
西
）

保
健
・
衛
生
分
野

精
神
保
健
福
祉
相
談
嘱
託
医

　
松
本　
陽
一	

（
市
川
市
）

　
横
山　
大
輔	

（
千
葉
市
）

結
核
接
触
者
健
康
診
断
及
び
精
密

検
査
医
師

　
木
下　
孔
明	

（
前
貝
塚
町
）

学
校
医

　
及
川　
卓
一	

（
三
山
）

　
林　
伸
一	

（
三
山
）

　
深
沢　
琢
也	

（
前
原
西
）

　
坂
本　
俊
哉	

（
東
船
橋
）

　
上
原　
淳
太
郎	

（
坪
井
東
）

学
校
薬
剤
師

　
中
島　
理
惠	

（
習
志
野
台
）

地
域
社
会
分
野

湊
西
六
自
治
会　
会
長

　
岩
田　
道
明	

（
本
町
）

湊
町
第
七
自
治
会　
会
長

　
内
海　
進
三
郎	

（
湊
町
）

浜
町
1
丁
目
ふ
れ
あ
い
自
治
会　
会
長

　
丸
山　
茂
雄	

（
浜
町
）

秀
和
自
治
会　
会
長

　
吉
田　
馨	

（
三
咲
）

二
宮
睦
自
治
会　
会
長

　
田
中　
久
雄	

（
三
山
）

ゆ
り
が
丘
自
治
会　
会
長

　
村
田　
米
𠮷	

（
大
穴
北
）

西
習
志
野
南
町
会　
会
長

　
萩
原　
百
合
子	

（
西
習
志
野
）

豊
富
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
自
治
会　
会
長

　
矢
田　
友
一	
（
豊
富
町
）

行
政
委
員
分
野

市
社
会
教
育
委
員　
委
員
長

　
草
野　
滋
之	

（
東
京
都
）

市
青
少
年
問
題
協
議
会　
会
長

　
丹
羽　
浩
道	

（
高
根
町
）

市
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

　
岩
瀬　
日
出
夫	

（
二
和
西
）

市
青
少
年
補
導
委
員

　
森
下　
真
理
子	

（
夏
見
）

　
畑　
て
る
子	

（
二
和
東
）

　
武
藤　
惠
美
子	

（
二
和
東
）

　

藤　
知
之	

（
三
咲
）

　
石
本　
文
代	

（
八
木
が
谷
）

　
高
木　
登
志
子	

（
高
野
台
）

　
髙
杉　
純
夫	

（
み
や
ぎ
台
）

　
田
村　
好
枝	

（
八
木
が
谷
）

　
冨
樫　
静
子	

（
高
野
台
）

　
野
間　
英
夫	

（
咲
が
丘
）

　
三
又　
さ
と
み	

（
前
原
東
）

　
石
井　
明	

（
中
野
木
）

　
大
澤　
妙
子	

（
前
原
西
）

　
福
岡　
み
き
ゑ	

（
前
原
西
）

　
茂
呂　
晶
子	

（
前
原
西
）

　
蠣
﨑　
和
子	

（
飯
山
満
町
）

　
大
串　
久
子	

（
前
原
西
）

　
岡　
貴
子	

（
駿
河
台
）

　
青
栁　
有
二	

（
七
林
町
）

　
平
野　
繁
之	

（
薬
円
台
）

　
森
下　
三
代
子	

（
薬
円
台
）

　
渡
辺　
由
喜
子	

（
薬
円
台
）

　
土
　
勝
代	

（
三
山
）

　
中
嶋　
忠	

（
新
高
根
）

　
池
田　
和
子	

（
松
が
丘
）

　
尾
関　
啓
子	

（
松
が
丘
）

　
西
野　
利
秋	

（
大
穴
北
）

　
飯
塚　
久
子	

（
習
志
野
台
）

　
石
船　
け
い	

（
西
習
志
野
）

　
宇
井　
知
子	

（
習
志
野
台
）

　
鎌
田　
博
子	

（
習
志
野
台
）

　
川
嶋　
順
子	

（
習
志
野
台
）

　
清
水　
博
美	

（
習
志
野
台
）

　
中
村　
康
子	

（
西
習
志
野
）

　
野
村　
和
美	

（
習
志
野
台
）

　
平
湯　
研
志	

（
習
志
野
台
）

　
本
間　
裕
二	

（
西
習
志
野
）

　
渡
邊　
薫	

（
習
志
野
台
）

　
小
林　
厚
樹	

（
小
野
田
町
）

　
早
川　
喜
巳	

（
小
室
町
）

　
田
中　
博
子	

（
印
内
）

　
福
岡　
徹	

（
駿
河
台
）

　
櫻
井　
良
男	

（
薬
円
台
）

　
鈴
木　
正
仁	

（
高
根
台
）

　
山
野
辺　
恭
子	

（
大
穴
南
）

市
自
立
支
援
協
議
会
委
員

　
千
日　
清	

（
金
堀
町
）

　
住
吉　
則
子	

（
北
本
町
）

市
障
害
者
介
護
給
付
費
等
認
定

審
査
会
委
員

　
星　
誠
一
郎	

（
豊
富
町
）

市
消
防
団
長

　
鎌
倉　
博
光	

（
印
内
）

社
会
福
祉
法
人
南
生
会　
ひ
ば
り

保
育
園　
保
育
士

　
今
橋　
裕
美	

（
松
が
丘
）

　
沢
嵜　
美
香	

（
松
が
丘
）

社
会
福
祉
法
人
観
行
会　
杉
の
子

保
育
園　
栄
養
士

　
村
山　
恵
美	

（
新
高
根
）

社
会
福
祉
法
人
融
合
会　
あ
す
な
ろ

保
育
園　
園
長

　
天
野　
洋
史	

（
二
和
西
）

社
会
福
祉
法
人
は
こ
べ
の
会

た
か
ね
台
ベ
ビ
ー
ホ
ー
ム　

主
任

保
育
士

　
今
橋　
美
樹	

（
高
根
台
）

社
会
福
祉
法
人
誠
眞
会　
ま
こ
と

保
育
園　
保
育
士

　
岡
野　
真
紀
子	

（
神
保
町
）

社
会
福
祉
法
人
松
風
会　
み
ど
り

保
育
園　
保
育
士

　
尾
形　
優
子	

（
市
場
）

社
会
福
祉
法
人
や
ま
び
こ
福
祉
会

や
ま
び
こ
保
育
園　
保
育
士

　
𧦴
藤　
典
子	

（
咲
が
丘
）

一
般
財
団
法
人
千
葉
県
国
際
文
化

教
育
財
団　

ベ
ル
・
ナ
ー
サ
リ
ー

主
任
保
育
士

　
諏
訪
部　
麗
恵	

（
行
田
）

一
般
財
団
法
人
千
葉
県
国
際
文
化

教
育
財
団　
プ
レ
ス
ク
ー
ル・ベ
ル

調
理
師

　
梅
澤　
由
美	

（
海
神
）

社
会
福
祉
法
人
藤
和
会　
こ
で
ま
り

保
育
園　
保
育
士

　
永
瀬　
美
貴	

（
藤
原
）

一
般
財
団
法
人
千
葉
県
国
際
文
化

教
育
財
団　
ベ
ル・ナ
ー
サ
リ
ー
塚
田

保
育
士

　
根
本　
さ
や
か	

（
行
田
）

社
会
福
祉
法
人
伸
和
会　
田
喜
野
井

旭
こ
ど
も
園　
保
育
教
諭

　
萱
嶋　
久
美
子	

（
田
喜
野
井
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
船
橋
市
連
絡
協
議
会

船
橋
第
5
団　
団
委
員
長

　
川
野　
重
一	

（
高
根
町
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
船
橋
市
連
絡
協
議
会

船
橋
第
7
団　
団
委
員

　
川
嶋　
輝
夫	

（
丸
山
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
船
橋
市
連
絡
協
議
会

船
橋
第
9
団　
副
団
委
員
長

　
岩
井　
雄
亮	

（
田
喜
野
井
）

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
嶋
津　
正
明	

（
本
町
）

　
田
地
野　
優
子	

（
印
内
）

　
小
林　
孝	

（
行
田
）

　
五
十
嵐　
隆	

（
夏
見
台
）

　
山
本　
道
広	

（
夏
見
台
）

　
大
木　
達
也	

（
前
原
西
）

　
七
瀬
谷　
重
男	

（
七
林
町
）

　
曳
地　
豊	

（
薬
円
台
）

　
櫻
井　
利
一
郎	

（
習
志
野
台
）

　
藤
原　
良
範	

（
習
志
野
台
）

　
米
川　
知
之	

（
二
和
東
）

　
佐
藤　
智
恵	

（
八
木
が
谷
）

　
藤
原　
樹
朗	

（
大
穴
南
）

　
久
下　
武
男	

（
小
室
町
）

　
鈴
木　
智
広	

（
坪
井
町
）

　
村
上　
弘
美	

（
西
船
）

　
長
澤　
敏
浩	

（
高
根
台
）

市
社
会
福
祉
審
議
会
委
員

　
中
村　
順
哉	

（
湊
町
）

保
護
司

　
齊
藤　
法
晴	

（
坪
井
町
）

市
民
生
委
員
推
薦
会
委
員

　
加
瀨　
武
正	

（
前
原
東
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
小
倉　
美
恵
子	

（
宮
本
）

　
髙
橋　
ひ
ろ
み	

（
東
船
橋
）

　
田
中　
敎
仁	

（
東
船
橋
）

　
深
澤　
友
恵	

（
宮
本
）

　
吉
田　
裕
二	

（
東
町
）

　
後
藤　
清
人	

（
浜
町
）

　
小
山　
佐
和
子	

（
浜
町
）

　
長
井　
み
ゆ
き	

（
若
松
）

　
𠮷
種　
美
奈
子	

（
日
の
出
）

　
渡
邉　
良
昭	

（
浜
町
）

　
村
田　
佐
江
子	

（
本
町
）

　
和
田　
秀
文	

（
本
町
）

　
平
舘　
昌
秋	

（
本
町
）

　
平
野　
美
智
代	

（
西
船
）

　
辻
本　
孝
枝	

（
古
作
）

　
古
宮　
晶
子	

（
本
中
山
）

　
松
原　
雅
絵	

（
本
中
山
）

　
岡
本　
千
佳	

（
山
手
）

　
尾
上　
耕
一	

（
山
手
）

　
刀
根　
キ
イ
子	

（
山
手
）

　
松
永　
佳
世	

（
北
本
町
）

　
石
井　
雄
次	

（
藤
原
）

　
森
内　
美
喜	
（
米
ケ
崎
町
）

　
青
木　
京
子	
（
金
杉
）

　
糸
魚
川　
江
里
子	

（
緑
台
）

市
介
護
認
定
審
査
会
委
員

　
重
光　
俊
男	

（
西
船
）

　
植
村　
貞
道	

（
本
中
山
）

　
岩
村　
智
子	

（
飯
山
満
町
）

　
渡
邊　
尚
太	

（
馬
込
町
）

市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員

　
生
田　
邦
彦	

（
本
中
山
）

　
中
原　
美
惠	

（
東
京
都
）

　
田
中　
善
之	

（
東
京
都
）

　
松
﨑　
総
一	

（
西
船
）

　
鶴
﨑　
桜
子	

（
宮
本
）

市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
委
員

　
大
川　
茂
樹	

（
浦
安
市
）

統
計
調
査
員

　
佐
藤　
洋	

（
駿
河
台
）

市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　
山
﨑　
達
之	

（
山
手
）

市
地
方
卸
売
市
場
運
営
協
議
会
委
員

　
田
中　
和
子	

（
海
神
）

船
橋
都
市
計
画
事
業
飯
山
満
地
区

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

　
近
籘　
幸
葊	

（
飯
山
満
町
）

　
櫛
田　
直
樹	

（
飯
山
満
町
）

市
北
部
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　
金
子　
久
夫	

（
小
室
町
）

市
高
根
台
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　
松
本　
史
子	

（
夏
見
台
）

人
権
擁
護
委
員

　
渡
辺　
徹	

（
船
橋
市
）

防
災
・
公
共
の

安
全
分
野

自
主
防
災
組
織

　

�

西
船
橋
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
イ
ツ
自
治
会	

　

	

（
古
作
）

　

�

ブ
ラ
イ
ト
シ
テ
ィ
船
橋
自
治
会	 	

　

	

　
（
北
本
町
）

　
あ
じ
さ
い
町
会	

（
金
杉
）

　

�

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
金
杉
自
治
会	

　

	

（
金
杉
）

　

�

コ
ス
モ
船
橋
滝
不
動
自
治
会

 	

（
南
三
咲
）

　
習
志
野
駅
前
町
会	

（
薬
円
台
）

市
陸
上
競
技
協
会　
常
任
理
事

　
黒
田　
利
昭	

（
南
三
咲
）

市
水
泳
協
会　
理
事

　
神
谷　
美
佐
子	

（
二
宮
）

市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会　
参
与

　
黒
川　
浩	

（
千
葉
市
）

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会　
事
務
局
長

　
田
上　
圭
子　

	

（
印
内
町
）

市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会　
理
事

　
山
本　
和
江	

（
船
橋
市
）

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　
選
考
委
員
長

　
永
野　
浩	

（
湊
町
）

市
少
林
寺
拳
法
連
盟　
常
任
理
事

　
林　
憲
作	

（
二
和
東
）

市
玄
気
道
連
盟　
理
事
長

　
倉
部　
與
四
郎	
（
丸
山
）

市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会　
副
会
長

　
武
田　
眞
理
子	

（
丸
山
）

市
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
を
推
進
す
る
会

理
事

　
髙
梨　
道
子	

（
飯
山
満
町
）

　
萩
原　
和
子	

（
東
船
橋
）

観
光
・
地
域
経
済

分
野

船
橋
商
工
会
議
所　
常
議
員

　
近
藤　
勇
治	

（
本
町
）

　
皆
川　
博
司	

（
本
町
）

社
会
福
祉
分
野

ふ
な
ば
し
声
の
広
報
連
絡
会

会
員

　
成
田　
優
美
子	

（
滝
台
町
）

市
赤
十
字
奉
仕
団　
会
計

　
伊
藤　
か
よ
子	

（
飯
山
満
町
）

市
赤
十
字
奉
仕
団　
宮
本
分
団
長

　
武
藤　
惠
子	

（
宮
本
）

市
い
き
い
き
同
窓
会　
顧
問

　
井
上　
克
己	

（
丸
山
）

社
会
福
祉
法
人
あ
け
ぼ
の
会　
中
山

あ
け
ぼ
の
保
育
園　
保
育
士

　
鈴
木　
葉
子	

（
本
中
山
）

教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
分
野

学
校
法
人
聖
明
学
園　

古
和
釜

幼
稚
園　
副
園
長

　
長
尾　
靖
司	
（
習
志
野
台
）

学
校
法
人
聖
明
学
園　

古
和
釜

幼
稚
園　
教
務
主
任

　
岩
﨑　
直
美	

（
大
穴
北
）

学
校
法
人
高
根
学
園　

木
戸
脇

幼
稚
園　
教
諭

　
鈴
木　
裕
子	

（
西
習
志
野
）

　
加
藤　
奈
緒	

（
習
志
野
市
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
船
橋
市
時
活
村

理
事

　
長
田　
昭
夫	

（
大
穴
北
）

市
青
少
年
相
談
員

　
五
十
里　
貴
之	

（
二
和
西
）

　
上
永
野　
愛	

（
船
橋
市
）

　
佐
野　
誠	

（
本
町
）

　
柴
﨑　
か
ほ
る	

（
古
作
）

市
青
少
年
友
の
会　
役
員

　
鎌
倉　
初
姫	

（
市
川
市
）

船
橋
ユ
ネ
ス
コ
協
会　
副
会
長

　
小
山　
正
子	

（
夏
見
台
）

市
美
術
連
盟　
洋
画
部
部
長

　
西
口　
晶
代	

（
飯
山
満
町
）

市
美
術
連
盟　
事
務
局
長

　
大
窪　
昇
鶴	

（
金
杉
）

船
橋
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

運
営
委
員
長

　
戸
澤　
孝
聡	

（
西
船
）

市
卓
球
協
会　
副
会
長

　
大
橋　
清
士	

（
習
志
野
市
）

市
柔
道
連
盟　
常
任
理
事

　
石
井　
正
明	

（
埼
玉
県
）

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会　
理
事

　
栗
原　
啓
子	

（
大
穴
北
）

市
剣
道
連
盟　
副
理
事
長

　
岡
光　
辰
彦	

（
薬
円
台
）

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会　
理
事

　
瀬
古
沢　
栄	

（
習
志
野
台
）

　
ま
つ
ぼ
っ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

	
	

 （
高
根
台
）

　
N
P
O
法
人
え
ん
だ
い（
松
が
丘
）

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
虹	（
習
志
野
台
）

　
歌
一
筋	

（
浜
町
）

　
三
山
第
一
町
会	

（
三
山
）

　
高
根
台
団
地
自
治
会	（
高
根
台
）

　
坪
井
ま
な
び
が
丘
自
治
会	（
坪
井
町
）

消
防
分
野

市
消
防
団
員

　
本
間　
宮
子	

（
北
本
町
）

　
平
山　
繁	

（
東
船
橋
）

　
右
田　
英
稔	

（
山
手
）

　
本
多　
一
吉	

（
本
町
）

　
中
山　
大
輔	

（
前
貝
塚
町
）

　
松
岡　
祐
太	

（
夏
見
台
）

　
成
島　
美
行	

（
西
船
）

　
金
子　
侑
祐	

（
前
貝
塚
町
）

　
湯
浅　
従
吾	

（
東
町
）

　
森
内　
俊
文	

（
米
ケ
崎
町
）

　
竹
之
内　
耕
平	

（
米
ケ
崎
町
）

　
森
内　
陽
平	

（
米
ケ
崎
町
）

　
伊
藤　
慎
吾	

（
米
ケ
崎
町
）

　
大
勝　
恵
介	

（
金
杉
）

　
鈴
木　
孝
雄	

（
金
杉
）

　
玉
山　
秀
之	

（
飯
山
満
町
）

　
武
井　
政
樹	

（
二
宮
）

　
川
澄　
義
宣	

（
中
野
木
）

　
野
澤　
一
純	

（
習
志
野
市
）

　
工
藤　
進
一
郎	

（
習
志
野
台
）

　
上
間　
聡	

（
滝
台
）

　
横
尾　
豊	

（
習
志
野
）

　
福
田　
高
大	

（
鎌
ケ
谷
市
）

　
押
田　
裕
臣	

（
大
神
保
町
）

　
石
井　
勝
典	

（
大
神
保
町
）

　
下
田　
篤	

（
鈴
身
町
）

　
飯
島　
護
大	

（
八
千
代
市
）

　
齋
藤　
宏
幸	

（
大
穴
北
）

　
金
子　
賢
司	

（
古
和
釜
町
）

　
岩
佐　
健
太	

（
習
志
野
台
）

　
齋
藤　
宏
治	

（
坪
井
町
）

　
岩
佐　
昌
浩	

（
坪
井
町
）

そ
の
他
分
野

公
益
社
団
法
人
船
橋
法
人
会　
理
事

	

金
子　
研
一	

（
東
船
橋
）

市政有功・市政功労・善行・教育功労

255255人・人・5151団体を表彰団体を表彰
問秘書課☎436-2092

（敬称略・順不同。表彰事由となった肩書等
を掲載しています）

市
政
有
功
表
彰

市
政
有
功
表
彰

市
政
功
労
表
彰

市
政
功
労
表
彰

善
行
表
彰

善
行
表
彰

昨年度の式典の様子昨年度の式典の様子



自分に合った人生設計を見つけよう自分に合った人生設計を見つけよう
問ふなばし市民大学校☎460-6311

　「ふなばし市民大学校」は、自らの人生設
計を積極的に考えるきっかけとなるような
「特別講座」を企画しています。第二弾とし
て、まちづくり、教育、福祉等、さまざま
な分野で地域を盛り上げたいと考えている
人に向けた「地域の課題をビジネスにつな
げる コミュニティビジネスコース」を開催
しますので、ご参加ください。
コミュニティビジネスコース（全5回）

〈日程・内容・講師〉下表　〈時間〉各午後7時30分～9時※7年1月15日㈬のみ
7時～〈会場〉中央公民館　〈定員〉35人（多数は抽選）　〈費用〉5000
円　〈申込み〉12月1日㈰までにふなばし市民大学校☎460-6311
またはメール（右コード）から申し込み	 学

日程（全て㈬） 内容 講師

1/15 受講ガイダンス、グループワーク
（地域課題・問題意識の共有）

立川智也氏
（よすが㈱代表取締役）

22 船橋市の活性化事例 山﨑健太朗氏
（My Funa創立者）

29 地域を理解し人を巻き込む
（地域活性化の事例を学ぶ）

中川寛子氏
（㈱東京情報堂代表取締役）

2/5 スポーツビジネスで地域を盛り上げる
品川恭亮氏
（3×3プロチーム「SAKURA�
FUNABASHI」代表）

12 コミュニティビジネスのアイデアを
話し合おう

立川智也氏
（よすが㈱代表取締役）

ふなばし市民大学校 特別講座を開催

▲第一弾として開催した「特別講座」
の様子

3 令和6年（2024年）11月1日　No.1605

省エネルギー化を促進し、職員が働きやすい環境を整えることで市民サービスがいっそう向上するよ
う、職員の軽装勤務（ノージャケット・ノーネクタイ等）を通年で実施します。    問人事課☎436-2132市職員 軽装による勤務を通年で実施します

〈対象〉市内在住・在勤・在学の人、本案に利害関係のある人　〈閲覧場所〉各担
当課、市役所11階行政資料室、船橋駅前総合窓口センター（フェイス5階）、各
出張所・公民館・図書館のほか、市ホームページからもご覧いただけます
▪各案への意見の提出方法等、詳しくはお問い合わせいただくか、
市ホームページ（右コード）をご覧ください。

　市では、特定個人情報保護評価書の案について、皆さんから意見を募集し
ます。後日、頂いた意見の概要と市の考え方を公表します（個別の回答はし
ません）。

評価書の名称 内容 募集期間（必着）

住民基本台帳に関する事務の特定個
人情報保護評価書（案）
問戸籍住民課☎436-2270 標準準拠システムへの移行（※）

に伴い、特定個人情報の保管場
所等について変更が生じるこ
とから、特定個人情報保護評価
書を見直します。
（※）自治体ごとに独自に導入して
いるシステムを国の基準や規格
に沿って、統一的な取り扱いとす
ること

12/2㈪まで

個人住民税に関する事務の特定個人
情報保護評価書（案）
問市民税課☎436-2214

固定資産税・都市計画税に関する事務
の特定個人情報保護評価書（案）
問資産税課☎436-2222

予防接種に関する事務の特定個人情
報保護評価書（案）
問健康づくり課☎409-3836

皆さんの意見を募集しますパブリック・
コメント

名簿届出政党等の
名称 第４区 第 14区 市内合計

日本保守党 3702票 3449票 7151票
日本維新の会 9179票 5572票 1万4751票
社会民主党 1513票 1632票 3145票
自由民主党 2万8119票 2万8600票 5万6719票
立憲民主党 4万6637票 4万8556票 9万5193票
公明党 1万  684票 1万2464票 2万3148票
れいわ新選組 7513票 8314票 1万5827票
日本共産党 7638票 9284票 1万6922票
国民民主党 1万9456票 1万7045票 3万6501票
参政党 4920票 3898票 8818票

▶比例代表選出議員選挙

▶小選挙区選出議員選挙

▶投票率
第 4区

候補者 得票数
木村　てつや 4万3199 票
くどう　聖子 8737 票
やかま　ケンタ 6811 票
水沼　ひでゆき 6万4193 票
雨宮　きょうこ 1万5146 票

小選挙区 比例代表

第４区 52.78% 52.78%

第 14区 52.74% 52.74%

船橋市全体 52.76% 52.76%

▪按
あん

分
ぶん

票による小数点以下は切り捨て。

　
�

ア
ニ
マ
ル
＆
セ
ラ
ピ
ー
・

グ
レ
ー
ス	

（
芝
山
）

　
西
川　
弘	

（
高
野
台
）

　
岩
谷　
義
男	

（
宮
本
）

環
境
美
化
に
寄
与

　
街
に
花
と
緑
の
会	
（
前
原
西
）

船
橋
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
武
本　
浩
基	

（
東
京
都
）

船
橋
み
な
と
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
石
井　
修
一	

（
東
中
山
）

船
橋
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
渡
辺　
徹	

（
船
橋
市
）

船
橋
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
根
本　
政
良	

（
白
井
市
）

市
へ
の
寄
付

　
船
橋
遊
技
場
防
犯
組
合	（
藤
原
）

　
市
川
市
農
業
協
同
組
合	（
市
川
市
）

　
東
京
ベ
イ
信
用
金
庫	（
市
川
市
）

　
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社

　
　

	

（
東
京
都
）

　
ト
ー
カ
ロ
株
式
会
社	（
兵
庫
県
）

　
一
般
社
団
法
人
中
山
馬
主
協
会

　

		

（
古
作
）

　
仲
林　
敏
次	

（
飯
山
満
町
）

　
株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
ス
ギ
モ
ト	

　
　

	

（
東
京
都
）

　

�

一
般
社
団
法
人
京
葉
食
品

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
協
議
会	（
高
瀬
町
）

　
鈴
木　
八
千
代	

（
本
郷
町
）

　
株
式
会
社
鉄
信	

（
本
中
山
）

　
株
式
会
社
ノ
ジ
マ	（
神
奈
川
県
）

　
株
式
会
社
日
の
出
設
備	（
本
町
）

　
株
式
会
社
や
つ
や	

（
前
原
東
）

　
�

株
式
会
社
ワ
イ
ズ
マ
ー
ト（
浦
安
市
）

　
市
果
樹
園
芸
組
合	

（
金
堀
町
）

　

�
日
産
化
学
株
式
会
社　
物
質
科
学

研
究
所　
材
料
科
学
研
究
所

　

		

（
坪
井
西
）

　

�

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

船
橋
支
社	
（
本
町
）

　

�

イ
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

I
K
E
A 

T
o
k
y
o
－

B
a
y	

（
浜
町
）

　

�

株
式
会
社
京
葉
エ
ナ
ジ
ー（
千
葉
市
）

　
株
式
会
社
ヤ
マ
プ
ラ
ス
千
葉

	
	

（
習
志
野
市
）

　

�

弁
護
士
法
人
G
l
o
b
a
l 

H
R 

S
t
r
a
t
e
g
y	（
東
京
都
）

　
株
式
会
社
リ
ン
ク
ス・ビ
ル
ド

	
	

（
本
町
）

　

�

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

東
関
東
支
社	

（
本
町
）

　
株
式
会
社
あ
る
ま
ど	（
東
船
橋
）

　
京
葉
瓦
斯
株
式
会
社	（
市
川
市
）

　
東
日
本
都
市
開
発
株
式
会
社

  		

（
本
町
）

　
株
式
会
社
キ
タ
ム
ラ
建
設（
大
阪
府
）

　
株
式
会
社
フ
ナ
バ
シ	（
千
葉
市
）

　
中
村
建
設
株
式
会
社	

（
湊
町
）

　
株
式
会
社
コ
バ
テ
ッ
ク
エ
ン
ジ	

　

		

（
湊
町
）

　
植
草　
富
雄	

（
佐
倉
市
）

　
近
籘　
勇	

（
滝
台
）

　
坂
本　
晴
子	

（
東
京
都
）

　
市
新
聞
販
売
同
業
組
合（
前
原
東
）

　
磯
田　
和
宣	

（
本
町
）

　
牛
玖　
隆	

（
東
京
都
）

　
北
井　
一
夫	

（
市
川
市
）

　
境
田　
康
二	

（
沖
縄
県
）

　
横
浜
幸
銀
信
用
組
合
船
橋
支
店	

　

		
（
宮
本
）

　
中
里
建
設
株
式
会
社	（
東
京
都
）

中
野
木
小
学
校
長

　
秋
元　
陽
介	

（
習
志
野
台
）

法
典
東
小
学
校
長

　
神
谷　
知
子	

（
大
穴
南
）

高
根
台
第
二
小
学
校
長

　
新
田　
真
理
子	

（
東
京
都
）

海
神
中
学
校
長

　
山
岸　
秀
規	

（
三
咲
）

葛
飾
中
学
校
長

　
茂
木　
義
久	

（
習
志
野
市
）

法
田
中
学
校
長

　
吉
田　
浩
一	

（
海
神
）

高
根
中
学
校
長

　
宮
山　
祐
子	

（
習
志
野
市
）

八
木
が
谷
中
学
校
長

　
松
島　
啓
泰	

（
東
京
都
）

二
宮
中
学
校
長

　
松
澤　
健
二	

（
八
千
代
市
）

飯
山
満
中
学
校
長

　
野
上　
浩
資	

（
八
千
代
市
）

三
田
中
学
校
長

　
今
泉　
和
広	

（
柏
市
）

高
根
台
中
学
校
長

　
藤
井　
武	

（
習
志
野
市
）

船
橋
高
等
学
校
教
頭

　
西
川　
德
郎	

（
千
葉
市
）

船
橋
高
等
学
校
教
諭

　
後
藤　
彰
英	

（
柏
市
）

船
橋
高
等
学
校
教
諭

　
大
竹　
秀
一	

（
千
葉
市
）

船
橋
小
学
校
事
務
長

　
斉
藤　
順
子	

（
東
京
都
）

道
徳
教
育
の
推
進

　
峰
台
小
学
校	

（
宮
本
）

情
報
教
育
の
推
進

　
二
宮
小
学
校	

（
前
原
東
）

学
校
体
育
教
育
の
推
進

　
行
田
中
学
校	

（
行
田
）

教
育
功
労
表
彰

教
育
功
労
表
彰

〈
請
願・陳
情
〉11
月
14
日
㈭
午
後
5
時
ま
で
に
受
理
さ
れ
た

も
の
が
審
議
さ
れ
ま
す
　〈
傍
聴
〉本
会
議
は
、会
議
当
日
、

所
定
の
手
続
き
を
行
い
、傍
聴
で
き
ま
す
。委
員
会
は
委
員

長
の
許
可
を
得
て
、傍
聴
で
き
ま
す
※
受
付
時
間・手
続
き・

傍
聴
可
能
人
数
等
、詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、船
橋
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
左
コ
ー
ド
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
　〈
託
児
ル
ー
ム
の
利
用
〉傍
聴
の
際
、生

後
6
カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の
児
童
等
は
、託
児
ル
ー
ム
を

利
用
で
き
ま
す（
利
用
日
の
10
日
前
ま
で
に
要
予
約
）　〈
手

話
通
訳
の
利
用
〉聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
に
は
手
話
通
訳
者

を
配
置
し
ま
す（
利
用
日
の
7
日
前
ま
で
に
要
予
約
）

▪
船
橋
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
コ
ー
ド
）

で
、本
会
議
お
よ
び
委
員
会
の
生
中
継・録
画

放
送
を
す
る
ほ
か
、審
議
日
程
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
6
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会
は
、11
月
15
日
㈮
か
ら
開
か

れ
る
予
定
で
す
。会
期
や
審
議
日
程
な
ど
は
、11
月
12
日
㈫
の

議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

市
議
会
定
例
会

6年第4回

問

FAX

議
会
事
務
局
☎
436
-3
0
2
2

436
-3
0
1
3

問選挙管理委員会☎436-2733

　10月27日に行われた衆議院議
員総選挙の投票率・開票結果（船
橋市）は次のとおりです（船橋市の
結果のみ掲載。届出順）。

衆議院議員総選挙の投開票結果衆議院議員総選挙の投開票結果

第 14区

候補者 得票数
高橋　きょうすけ 2万9973 票
ミサオ・レッドウルフ 6583 票
野田　よしひこ 9万3549 票
坂井　ようすけ 7600 票



▪いずれも交通費支給。勤務条件に応じ賞与支給。

職種 時給 勤務日時
①�保育サポーター 1162円 ㈪～㈯午前7時～正午または午後2時～7時※勤務日数等応相談

②�保育士・保育職員 1506円 ㈪～㈮午前8時～午後6時のうち7時間､㈯午前8時～午後1時ま
たは午前11時～午後4時（4週に1度）

③給食調理員 1320円 ㈪～㈮午前8時45分～午後4時45分､㈯午前9時～正午（隔週）※
勤務日数応相談

④�給食調理員（午前） 1280円 ㈪～㈮午前8時45分～11時45分
⑤�給食調理員（午後） ㈪～㈮午後1時～4時
⑥�看護師（医療的ケ
ア児対応を含む） 1641円 ㈪～㈮午前9時～午後5時、㈯午前9時～正午（隔週）

※勤務日数応相談

　保育内容等については、各施設へお問い合わせください。

7
年
4
月
入
所

保
育
所
等
の
利
用
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
開
始

■
利
用
要
件

○
保
護
者
が
月
64
時
間
以
上
就
労

○�

保
護
者
が
出
産
の
前
後
や
病
気

療
養
中

○
保
護
者
が
親
族
を
介
護・看
護
中

▪
そ
の
他
、就
学
や
求
職
な
ど
の
理

由
で
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

■�

申
込
書（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）の
配

布
場
所

　
保
育
入
園
課
、船
橋
駅
前
総
合

窓
口
セ
ン
タ
ー
、各
出
張
所・連
絡

所・保
健
セ
ン
タ
ー
、子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、各
保
育
所
等
で
配
布

す
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。

▪
各
保
育
所
等
の
詳
細
は
、各
施

設
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ�

さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法・期
限

　
申
込
書
を
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
保
育
入
園
課(

〒
273-

８
５
０
１

※
住
所
不
要)

へ
。

○�

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス（
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
）⇨
11
月
29
日
㈮
ま
で

○�

郵
送（
追
跡
可
能
な
特
定
記
録

郵
便
、簡
易
書
留
、レ
タ
ー
パ
ッ

ク
等
）⇨
11
月
29
日
㈮（
必
着
）

ま
で

○�

窓
口（
下
コ
ー
ド
か

ら
要
予
約
）⇨
12
月

10
日
㈫
ま
で

▪
来
庁
さ
れ
る
際
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
注
意
事
項
を
確
認
し
、

受
け
付
け
順
番
を
事
前
予
約
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▪
締
切
日
が
近
づ
く
と
窓
口
が
大

変
混
み
合
い
ま
す
。申
込
書
類
は
事

前
に
記
入
の
上
、早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▪
転
園
申
請
は
郵
送
・
窓
口
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
子
さ
ん
の
面
談

　
疾
病・障
害
、発
達
面
の
心
配
が

あ
る
お
子
さ
ん
は
、面
談
等
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、保
育
運
営

課（
☎
436-

２
５
０
０
）へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■�

申
込
期
限
以
降
や
そ
の
前
後
に

出
生
予
定
の
お
子
さ
ん
で
、保
育

所
等
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合

　
出
生
前
で
も
7
年
2
月
3
日
㈪

ま
で
に
出
生
予
定
の
お
子
さ
ん
で

あ
れ
ば
、仮
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。事
前
に
申
し
込
み
方
法
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の
上
、12

月
10
日
㈫(

郵
送
で
の
申
し
込
み
の

場
合
は
11
月
29
日
㈮（
必
着
））ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。※

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
不
可

■�

市
外
の
保
育
所
等
の
利
用
を
希

望
す
る
人
の
申
込
先

○�

船
橋
市
か
ら
の
転
出
を
伴
う�

場
合
⇨
直
接
転
出
先
の
市
区
町

村
へ

○�

船
橋
市
に
在
住
の
ま
ま
、他
市

区
町
村
の
保
育
所
等
の
利
用
を

希
望
す
る
場
合
⇨
保
育
入
園�

課
へ

▪
利
用
を
希
望
す
る
保
育
所
等
が

あ
る
市
区
町
村
の
受
付
期
間
や
必

要
書
類
を
よ
く
確
認
の
上
、お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
利
用
の
決
定

　
市
の
利
用
調
整
基
準
を
基
に
審

査
し
、7
年
2
月
上
旬
に
結
果
を

通
知
す
る
予
定
で
す
。

　
市
内
保
育
所
等
の
7
年
4
月
1
日
㈫
か
ら
の
利
用
申
し
込
み
を
、11
月

1
日
㈮
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。申
請
期
間
中
、特
に
期
限
間
際
は
窓
口
が

大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、便
利
な
オ
ン
ラ
イ
ン
や
郵
送
で
の
申
請
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。な
お
、7
年
4
月
に
は
小
規
模
保
育
事
業
所
5
施
設（
下

表
）が
新
規
に
開
設
予
定
で
す
。

船橋市こども家庭部保育入園課船橋市こども家庭部保育入園課
〒273-8501  〒273-8501  船橋市湊町2-10-25船橋市湊町2-10-25
電話 047-436-2330   FAX 047-436-2332電話 047-436-2330   FAX 047-436-2332

船橋市船橋市
保育所等利用のご案内保育所等利用のご案内

令和６年10月発行令和６年10月発行

4令和6年（2024年）11月1日　No.1605

船っ子教室&放課後ルームの船っ子教室&放課後ルームの
利用者を募集利用者を募集

　11月1日㈮から、7年度の「船っ子教室」と「放課後ルーム」の利用申し込み
の受け付けを開始します。どちらも職員による見守りの中、小学生が放課後や
夏・冬休み等に勉強したり遊んだりして、安全・安心に過ごせる場所です。

7年4月入所

11/1
㈮～

　保護者の就労等の事情で、放課
後に子どもだけになってしまう家
庭の小学生を対象に、子どもたちが
遊び、生活できる場を提供していま
す。現在利用している人も、改めて�
7年度の申し込みが必要です。
〈実施校〉全市立小学校55校　〈入
所案内・申請書の配布場所〉市ホー
ムページ、地域子育て支援課、各放
課後ルーム・児童ホーム・出張所・連
絡所、船橋駅前総合窓口センター�
〈申込み〉12月10日㈫（必着）までに�
市ホームページ（右上コード）からオ

〈職種（会計年度任用職員）・時給・勤務日時〉下表　〈内容〉①児童の見守
り（安全管理）、施設の清掃ほか ②③児童への遊びや生活の指導、施設の
清掃ほか　〈勤務場所〉①各船っ子教室 ②③各放課後ルーム（どちらも
市内55小学校のいずれか）　〈対象〉②保育士資格・教員免許等を持つ人
※①③は資格不問　〈任期〉①12月24日㈫～27日㈮ ②7年3月31日ま
で※再任用の場合あり ③12月24日㈫～7年1月5日㈰※㈰、年末年始は
休　〈申込み〉電話連絡の上、写真を貼った履歴書と②は資格証の写しを
持って、本人が①青少年課☎436-2805 ②③職員課☎436-2147へ

▪いずれも交通費支給。②は勤務条件に応じ賞与支給。

　保護者の就労等の条件はなく、市
内在住の小学生であれば利用でき
ます。学校の図工室や家庭科室、校庭
等で友達と遊んだり、コーディネー
ターが工夫を凝らして企画したイベ

施設の種類 施設名※仮称（所在地） 定員（受入年齢） 問合せ

小規模保育
事業所

中台リトルナーサリー（前原東4）12人（1～2歳児クラス）中台幼稚園☎472-7381
キッズルームはさまわかば
（飯山満町2） 15人（0～2歳児クラス）㈱ウェルシーライフサービス☎044-281-5695
プチリック飯山満町園（飯山満町3）

19人（0～2歳児クラス）

プチリック保育園本部
☎050-1751-6777プチリック芝山園（芝山1）

ハートフルキッズ馬込沢保育園
（藤原7）

ハートフルキッズ広丘保育園
☎0263-88-7102

職種 時給 勤務日時

①教育活動推進員 1123円～
12月24日㈫～27日㈮午前8時30分～午後1時30分、
午後0時15分～5時15分（1日5時間）※2日間から�
勤務可能

②支援員 1526円 ㈪～㈯のうち週5日午後0時30分～7時（㈯や長期�
休業期間等は午前8時～午後7時）の間で1日6時間

③冬季パート補助員 1162円 12月24日㈫～28日㈯、7年1月4日㈯各午前8時～�
午後7時のうち1日5時間

▪上記のほか、新たに保育所等が開設される場合などには、市ホームペー
ジ（右コード）で随時お知らせします。

ンライン申請、または申請
書を同課（〒273-8501※
住所不要）へ※オンライン
申請は午後5時まで　〈入所の可否〉
7年2月末に保護者宛てに郵送予定

ントに参加したりするなど、職員に
見守られながら活動しています。
〈実施校〉全市立小学校55校　〈申込
書の配布場所〉市ホームページ、青少
年課、各船っ子教室、船橋駅前総合窓
口センター（フェイス5階）　〈登録
方法〉市ホームページ（右
コード）からオンライン申
請、または申込書を同課
（〒273-8501※住所不要）へ郵送、
もしくは各船っ子教室へ持参※7年�
4月1日㈫から利用を希望する場合
は、2月28日㈮（必着）までに申し込み 

7年4月〜

放課後ルーム12/10㈫まで 問地域子育て支援課☎436-2319

船っ子教室
随時登録受付中（7年4/1㈫から利用する場合は2/28㈮まで）

問青少年課☎436-2805

横断歩道は「歩行者優先」です。次のことを徹底し、交通事故を「ストップ」させましょう。○「ゼ」前方　前をよく見て安全運転 ○「ブ」ブ
レーキ　横断歩道手前ではブレーキ操作で安全確認 ○「ラ」ライト　横断歩道でも3ライト（早めのライト点灯、横断者も反射材でライ
トアップ、右（ライト）からの横断に注意） ○「ストップ」　横断歩道手前で確実なストップで事故ストップ 問市民安全推進課☎436-2292

11月はゼブラ・ストップ
活動強化月間

船っ子教室 放課後ルーム
小学生 対象 小学生

無料 利用料金 月額1万円
（おやつ代2000円含む）

校内 活動場所 校内または校外
（ルームによって異なる）

なし 利用条件 あり（保護者の就労等）
あり 入退室連絡メール あり

17:00まで ㈪〜㈮ 19:00まで
利用不可 ㈯ 8:00〜19:00

9:00〜17:00 夏休み等学校休業日 8:00〜19:00
利用不可 ㈰㈷㉁・年末年始 利用不可

▪船っ子教室は、一度登録すれば卒業まで継続して利用できます。放課
後ルームは年度ごとの申請が必要です。
▪利用条件等が異なりますので、詳しくは市ホームページ（右コー
ド）をご覧ください。

保
育
所
等
の
利
用
要
件
や
申
し
込
み
方
法
等

問
保
育
入
園
課
☎
436
－2
３
３
０

■「船っ子教室」と「放課後ルーム」の違いとは？

新たに開設する保育所等

子どもたちのために働きませんか

公立保育園で働く会計年度任用職員の登録者を募集中
〈職種・時給・勤務日時〉下表　〈勤務場所〉各市立保育園　〈対象〉次の資格を持
つ人②保育士資格または幼稚園教諭免許 ⑥看護師免許※その他は資格不問�
〈任期〉7年3月31日まで※再任用の場合あり　〈申込み〉電話連絡の上、写真を
貼った履歴書と②⑥は資格証の写しを持って、本人が職員課☎436-2147へ
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船橋を拠
点とする

チームを応
援しよう

！

　スピアーズの2024-25シー
ズンのスローガンが「T

テイク

AKE 
Y

ユアー

OUR S
ショット

HOT」に決定しまし
た。王者奪還に向け、アグレッ
シブな姿勢で、自分たちから勝
利に向けた攻めのショットを
ガンガン打ち続けていく、とい
う思いが込められています。

　8シーズン連続でキャプテンを務めた立
た て

川
か わ

理
は る

道
み ち

選手の後任となる新キャプ
テンには、ファウルア・マキシ選手（ナンバーエイト）が指名されました。加入 
から6シーズン、グラウンドを駆け巡り、攻守にわたりスピアーズを支える 
マキシ選手は「言葉だけでなくプレーでチームを引っ張り、みんなと共に 
成長してスピアーズの新たな歴史を作りたい」と決意を新たにしました。 

“原点回帰”をテーマにしたオレンジのファーストジャージーと、ブラックの 
セカンドジャージーも披露されるなど、新シーズンが待ち遠しいです。
　12月22日㈰に控えたシーズン開幕戦まで、約2カ月。新戦力やチーム内での
変化が起爆剤となり、昨シーズン6位の雪辱に燃えるスピアーズをさらなる高
みへと押し上げます。
▪チケット情報など、詳しくは同チームホームページをご覧ください。

新スローガンは「TAKE YOUR SHOT」
クボタスピアーズ船橋・東京ベイ

　新たなホームアリーナ・LaLa arena 
TOKYO-BAYで迎えた今シーズン開
幕戦。ジェッツはこれまで幾度もの激
戦を繰り広げてきた東地区最大のラ
イバル・宇都宮ブレックスと対戦し、
開幕2試合でクラブ史上最多となる 
約2万人の観客を前に、2連勝を収めま
した。
　10月19日のホームでの京都ハンナ
リーズ戦では、第3クオーターで32得点を挙げて突き放し、1敗同士で迎えた
対決を制しました。続く20日の試合では、最大17点差を逆転し、今シーズンの
ホームゲームでは無敗を誇っています（10月25日時点）。
　天皇杯3連覇を含めたシーズン3冠（地区優勝、チャンピオンシップ、天皇
杯）を目指す新生ジェッツに、熱い“声炎”を届けましょう。

首位キープ！いざ3冠の頂へ

市船商業科市船商業科のの生徒生徒がが
市市のの農産物農産物をを使用使用したした商品商品をを開発開発千葉ジェッツふなばし

▲�B1デビュー戦を飾った渡邊雄太選手
©CHIBAJETS FUNABASHIPHOTOKeisukeAoyagi©CHIBAJETS FUNABASHIPHOTOKeisukeAoyagi

日程（11月） 時間 対戦相手
6㈬ 19：05～ 群馬クレインサンダーズ
9㈯ 名古屋ダイヤモンドドルフィンズ10㈰ 14：05～

30㈯ 14：00～ 琉球ゴールデンキングス

▪チケット情報な
ど、詳しくは同チー
ムホームページを
ご覧ください。

▶LaLa arena TOKYO-BAYでの試合日程

　収穫の秋・食欲の秋に船橋の活気ある農水産業に触れ、お得に、おいしく、 
楽しく過ごせる2日間です。皆さんのお越しをお待ちしています。

　船橋の新鮮な野菜や梨、卵、花など
を生産者自ら販売します。普段、触れ
合う機会の少ない生産者から、こだわ
りの栽培方法やお勧めの調理方法な
どを直接聞きながら、新鮮・採れたて
の野菜などのお買い物が楽しめます。

〈時間〉午前10時30分～午後1時30
分※売り切れ次第終了

〈問合せ〉農業委員会事務局☎436-2745

　市立船橋高校商業科の1年生80人 
が、民間企業・学校・行政が連携する 

「MIRAI KOMINKA for School」 
プロジェクト（※）の一環として、地元の
農産物を使用した商品を開発・販売し
ました。同校は「 α

アルファ
プラスαなSDGs

フードをつくろう！」をスローガン
に、食品ロス削減に取り組む農家や地
元企業と協力。ホットドッグとスイー
ツ（フルーツタルト・パウンドケーキ）
を完成させました。船橋の名産である 
小松菜や梨、ニンジンがふんだんに使用されており、「ふなばし市民まつり」や、
千葉ジェッツふなばしの公式戦でも販売され、大好評でした。今後は12月1日㈰
の「ひがふなフェスタ」、7年1月18日㈯、19日㈰の「B.LEAGUE ALL-STAR GAME 
2025 地域イベント」等でも販売予定です。

　同校の卒業生も開発に協力し、鶏胸肉のひき肉
に小松菜パウダーを練り込んだソーセージをバン
ズに挟み、すりおろしニンジンのソースと小松菜
フレークが添えられています。高たんぱく質で栄
養価に優れ、スポーツ強豪校である“市船”らしさが
光ります。

環境にも配慮して開発した商品たち
αドッグ（ホットドッグ）

いちふなしタルト・いちふなしパウンドケーキ

おいしいだけじゃない！

　外皮の傷や蜜症により規格外となった梨を活用
し、タルトには砂糖煮を、パウンドケーキにはド
ライフルーツを使用しています。加工が難しいと
される梨本来の上品な甘みはそのままに、スイー
ツへと昇華させたチャレンジ精神あふれる逸品 
です。

（※）未来の担い手である高校生たちに「気づき・考え・行動する」場を提供し、SDGs（持
続可能な開発目標）への理解を深めてもらうとともに、活動の輪を広げていくプロジェ
クト。令和3年から始まり、これまで同校以外にも県内の複数の高校が参加し
ている

　農水産物の即売会に加え、船橋産の
農水産物を使用した飲食物の模擬店
やキッチンカーも出店し、地元ならで
はの新鮮な農水産物を味わうことが
できます。無料で参加できるビンゴ大
会や祝い餅の配布のほか、さいころの
目に応じて米がもらえる企画や、卵の
つかみ取り等のイベントも行います。

〈時間〉午前10時～午後2時30分※雨天中止
〈問合せ〉農水産課☎436-2494

天沼弁天池公園会場

11 ⁄ 9㈯・10㈰

9㈯

10㈰

▲�生徒たち自ら店頭に立ちPR
　（ふなばし市民まつり）

問市立船橋高校☎422-5516

▪詳しくは同校ホームページ（右コード）をご覧ください。

農水産祭を開催

▲�新シーズンでの躍進を誓ったスピアーズの面々

問広報課☎436-2014

市広報番組 ふなばしCITYNEWS

ふなばしの”現
い

在
ま

”をお届け

放送中

J:COMチャンネル（地デジ11ch）テレビ

※上記内容は11月14日㈭まで
船橋市公式YouTubeチャン
ネルでも配信中！（バック
ナンバーあり）

船橋市  YouTubeYouTube 検索

正午〜午後0時15分毎日

伝統的な舞楽をご覧あれ！
船橋の神楽
　市内の5つの神社で神楽が伝承
されています。今回の放送では、市
指定無形民俗文化財でもある船橋
大神宮や二宮神社の神楽などを中
心に、その魅力に迫ります！

東武鉄道船橋駅コンコース会場東武鉄道船橋駅コンコース会場

提供：クボタスピアーズ船橋・東京ベイ提供：クボタスピアーズ船橋・東京ベイ

今年は会場が変更

　これまで多くの市民力に支えられ、発展してきた船橋。1面で紹介した被表彰
者の取材では、市民力の“源”と地域への深い愛情や情熱を肌で感じることがで
きました。また、未来への思いを語る姿は生き生きとしていて、皆さんの活動が 
まちづくりの大きな力であることを改めて確信しました。

船橋の輝く「市民力」




